
〇目的：退院支援の現状を把握し、医療機関との連携に役立てると共に

　　　　退院支援時の関わり方を検証する

〇調査対象：退院後から支援に関わらせて頂き　現在も支援中の利用者様ご家族様

　（16名）・・・回収：13名　　　回収率81.3％

〇調査期間：令和4年6月初旬～6月末

１．ご回答いただく方はどなたですか。(単位：名）

２．ご本人についてお聞きします。

60歳代 3

70歳代 2

80歳代 4

90歳代 3

その他 1

※その他：統合失調症

2022年度　退院支援に関する意識調査の結果報告

竹田第2居宅介護支援事業所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理者　小林　由希

60歳代, 3

70歳代, 2

80歳代, 4

90歳代, 3

その他, 1
①年代 単位：名

脳血管疾患（脳梗

塞、脳出血、等）, 4

整形疾患（骨折、腰痛、等）, 3

内科系疾患（高血

圧、糖尿病、心臓、

腎臓疾患等）, 2

外科系疾患（食道、

胃、腸等の消化器疾

患、手術）, 3

認知症, 0
その他, 1

②入院の原因になった疾患（複数回答可）単位：名

本人, 7

配偶者, 3

子供, 3

子の配偶者, 0



３．退院にあたり心配だった事や不安だった事はどんなことですか　単位：名

【（その他）の回答】

・回復力

・何も考えられなかった。子供に任せきりだった。

　施設に入ることになり、どういうところか不安だった。

・施設と決めていたので安心だった。

・入院中つまらなかったので退院が楽しみだった。

４．サービスを利用されて変化はありましたか。

家事について, 6

身体の動きについて, 11

在宅での医療的な対応

について, 4

家族以外の支援者につ

いて, 1

仕事について, 1

経済的なことについて, 

4

その他, 4

１週間以内, 0

２週間以内, 0

１ヵ月以内, 2

１～３か月, 3

３ヵ月以上, 5

回復期リハビリテー

ション病棟経由, 3

③入院期間 単位：、名

改善した, 11

低下した, 0

変わらない, 2

・体の動きの変化 単位：名



【（その他）の意見】

・安心は得たが　自分でやることが無くなった。

・タオル干し等、自分でやれる事、頼まれる事をやった。

・不安がある程度解消された。

改善した, 11

変わらない, 2

・環境の変化 単位：名

変化ない, 9

変化した, 4

・介護者の状況の変化 単位：名

ある, 8

ない, 5

・仕事や役割の有無 単位：名



５．介護保険について、入院中にどんな情報があればよかったと感じましたか

（複数回答可）

【（その他）の回答】

・周りで考えてくれたので特に無い。

・サービスの提示をしてもらえたので十分だった

・一人暮らしを続けるための支援について聞きたかった。（ゴミ出し、除雪、草むしり等）

・経済的に不安だったので、経済措置などの情報が欲しかった

・退院後のリハビリについて

6.退院時のケアマネジャーの関りについて

良い, 13

悪い, 0

・相談のしやすさについて

理解できた, 8

理解できない, 5

・役割の説明について

利用できるサービスについて, 0

サービスの種類, 2

サービスの費用, 1

施設について, 3

その他, 5

無回答, 4



【遅かったと回答した理由】

・もう少し早く関わってもらい、

　サービス利用の検討をしたかった。

期待通りの提案だった, 11

不必要な提案だっ

た, 0無回答, 2

・サービスの提案について

適当であった, 11

遅かった, 1

早かった, 1

・ケアマネジャーの介入時期

すぐ対応してくれ

る, 9

対応に時間がかか

る, 3

・要望への対応について



７．介護保険のサービスを利用したことによる効果は感じていますか。

※理由

・その都度、介護の相談、提案をしていただき介護に対する不安が解消できている

　介護用品、在宅医療、健康管理等、介護保険の範囲内で生活する環境は整っている。

　介護者が負担なく生活できている。

・歩くのがやっとだったが　歩行器のおかげで自由に歩けるようになった。

・施設職員の見守りのおかげで風呂にも安心して入れる。心配なく過ごせている

・介護用品、リハビリ機器による生活の改善、又本人の希望を理解して相談に

　のってくれているケアマネジャーとの関りも生活の改善につながっている

・動きが軽くなった。出かける時は杖を活用できている。自転車に乗れるようになった

・家に帰って来れた。好きなものが食べられる

・一人暮らしが続けられて良かったです。

・一人でいると寂しいので毎日出かけられるのは良い。住む場所を変えたい。

・デイサービスを利用し体の動きがしっかりしてきた。家族も安心して仕事が続けられる

　お泊りのサービス利用で、家族の休息もとれる。

　手すりをレンタルし介助を受けなくても動作が行えている

・自分の知識不足もあったが、適切にアドバイスしてもらい、不安を感じず生活できている

　その都度　相談連絡し直ぐに対応してもらっている。介護する側が病になった場合の不安は

　常に持っている。精神的安心について一緒に考えてほしいです

感じている, 13

感じていない, 0

わからない, 0



【まとめ】

・回答していただいた方の半数以上がご本人様でした。（ご本人様からの回答が多かったです。）

・新規で介護保険を利用する方は、おおよそ８割の方が１か月以上の入院を経て

　在宅へ戻られています。

・退院にあたっての心配や不安については①体の動きについて②家事について

　③経済的な事・在宅の医療的な対応についてでした。

・サービスを利用されての変化については、体の動きの改善、環境改善、仕事や役割が持てた

 　と、いった結果が確認されました。

・入院中に知りたかった情報としては、『在宅で利用できるサービスについて』が多くを占めています

・介護保険サービスを利用されての効果については全員の方が効果を感じていると回答されました。

【今後の取り組みについて】

・退院にあたっての心配事や不安な事をしっかりと把握し、ご本人・ご家族様が知りたい情報を

　提供できるよう、専門技術の向上に努めます。

・ご本人、ご家族様に寄り添った支援に心がけ、望む生活に少しでも近い生活が送れるよう

　お手伝いさせて頂きます。

　今後ともどうぞよろしくお願い致します。


